
 

 

 

 

 

 

はじめに 皆様、明けましておめでとうございます。2023 年、うさぎ年の新 

年を迎えました。今年はどんな一年になるのでしょうか。昨年末の「今年の漢 

字」は『戦』でしたね。争いのない、皆が支え合う一年になると嬉しいですね。 

さて、思いも新たに新年度の事業を進めていきたいと考えていますが、これ 

まで行ってきた、医療の恩恵を受けられない方々に対する巡回診療の提供を着 

実に進めながら、昨年から取り組んでいるヘルスポスト（簡易診療所）の設置 

などを目指していきたいと考えています。 

2012 年から始まった当法人の活動を支えていただいた多くの皆様に心から感謝申し上げますととも

に、現地スタッフの頑張りにもエールを送りたいと思います。 

2023 年最初の ORMZ ニュース第 137 号では、昨年の活動経過のご報告、12 月の巡回診療状況、コ

ロナ感染症の状況などをお伝えします。 

今後ともさらなるご支援をよろしくお願いします。 

 

会の経過報告等                          

・現在、2022事業年(1月～12月)の活動のまとめ、決算等を行っています。詳しくは次回のニュースで

お知らせします。 

・2022年一年間の主な活動状況は以下のとおりです。 

・2月 12日理事会、2月 15 日通常総会を開催しました。総会では、2021事業年の活動報告、決算及

び 2022事業年の活動計画案、予算案、並びに役員の再任等について、コロナ対策のため定款の規定に

もとづきメールにて協議を行い、21日をもって全員から連絡があり原案通り承認されました。 

・2月 23日、ORMZニュース 第 127号にて、活動報告、決算、2022事業年の活動計画、予算等につい

て皆様にお知らせしました。 

・ザンビアでの新型コロナウイルス感

染症は患者数が落ち着いてきたこと

から、1月 26日のニャンカンガ地区か

ら巡回診療を再開し、2022年は延べ39

回（雨で道路状況が悪化し行けない地

区あり）、3347人（速報値）の診療を

行いました。 

＊写真は診療の様子 

・4 月、会の新しいパンフレットを作成配布するとともに、現地事務所の山本ひとみさんが、法人

FACEBOOK（ザンビアの辺地医療を支援する会 | Facebook）に活動状況をアップすることを始めました。 

・8 月、運転手 2 名と準医師 1 名による不正が発覚、現地コンサルによる調査確認を行い、臨時理事

会にて対応を決定、実施、結果を ORMZニュース第 133号に報告しました。 

・9 月 4 日、臨時理事会を開催し、現地事務所で薬剤や物品購入に活用するための車の購入を決定、
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故障続きとなっていた以前の車を売却しました。 

・9 月 8 日、新型コロナウイルス感染症対策の一環として実

施されていたマスク着用の義務化が解除されました。 

・10月 8日、ニャンカンガ地区ムンテンバの井戸が故障した

とのことで、修理を行いました。穴の開いていたパイプは子

供たちが家で使うと持ち帰りました。 

          ＊写真は井戸の修理が終了した様子 

・11月 14日から 10日間、コミュニティヘルスワーカー10名

の養成研修を実施しました。座学に加えてチペンビクリニッ

クでの見学、実習などを行い、無事 10名全員試験をクリア、修了証が受理されました。 

 

現地活動報告（山本ひとみ） 【巡回診療】 

12 月 7 日 ルアノ   診療数 20名 内マラリア陽性数 0名 

・主な訴え、疾患等：気道感染症、腰痛などからだの痛み、結膜炎など目の疾患、胃腸炎 

・重症例：なし 

・道路状態が悪く、センターには行けず。マンゴマーケットで巡回診療実

施。偶然マーケットにおられたシェレニ村の村長のお力添えで、マーケ

ットの人々の協力が得られた。 

・チペンビヘルスクリニックのスタッフ 1名同行 

・５歳未満の児童 11名が予防接種を受けた 

             ＊大きな木陰で受付等を行いました 

12 月 28 日 ニャンカンガ  診療数 75名、内マラリア陽性数 8名 

・主な訴え、疾患等：気道感染症、皮膚疾患、頭痛、腰痛などからだの痛み、

う歯（口腔内疾患含む） 

・重症例：なし 

・ムワプラヘルスポストから助産師 1名が同行 

・95人の 5歳未満の児童が体重測定を行い、36人の児童が予防接種を受けた 

 

ザンビアの新型コロナウイルス感染症等の状況 

・1月 5日現在  総感染者数（内死亡者数） 335,131名（4,025名）  

・12 月はほとんど感染者数の発表がな

かったのですが、下旬から公表されてお

り、1月以降の感染者数は少し増加傾向

です。 

 1日 51人、2日 32人、3日 34人 

 4日 191人、5日 245人 

 

＊これまでの新規感染者数の推移です 

 

現地の状況 

・ザンビアの新年は特別なことはなく、普通です。食事も習慣も、新年特別なものはありません。 

・12月 15日から 1日 6時間の計画停電が発表されたものの実行されていませんでしたが、1月にはい



り地域によって日にちは異なるのですがいよいよ実際の停電が始まり、しかも停電時間が倍の 12時間

と長くなりました。計画停電の理由は水不足です。隣国に電気を売っているので、国内での電力不足

は納得できないと言う意見が聞かれます。いまのところ、事務所で停電はありませんがスタッフの自

宅では停電があります。停電が始まると仕事をどうしたものかと悩んでいます。 

 

会費の納入と寄附受領証明書の送付について   

・2023事業年度（事業年度は 1月から 12月）が始まりました。賛助会費(個人一口 5000円、団体一口

10000円、一口以上）及びご寄附(金額は問いません)のご協力をよろしくお願いします。 

・当法人は認定 NPO法人であり、ご寄附(賛助会費含む)をいただいた際には、翌年の確定申告で税制

上の優遇措置を受けるための寄附受領証明書(賛助会費も同様税控除の対象)をお届けします。 

・ご不明の点は日髙（ info@ormz.or.jp または hidaka1956@gmail.com ）までご連絡ください。 

 

★郵ちょ銀行からの振替   口座記号 01720-9      口座番号 126351 

               加入者名   NPO法人ザンビアの辺地医療を支援する会 

 ★他の金融機関からの送金  郵ちょ銀行 口座記号：01720-9  、口座番号：0126351  

加入者名 ： NPO法人ザンビアの辺地医療を支援する会 

カナ名称（全角）：トクヒ）ザンビアノヘンチイリョウヲシエンスルカイ  

 

 

＊2023年が皆様にとってより良い年となりますようお祈り申し上げます。 

また、今年も多くの皆様のご支援を心からお願い申し上げます。 
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